[image: image1.jpg]



[image: image2.jpg]



[image: image3.jpg]



[image: image4.jpg]



　「司法」の単元は，中学校社会科公民的分野で実施する。なお，発展的な部分につ


いては総合的な学習の時間においても実施が可能になるような工夫がなされている。


　現在，多くの中学校では社会科公民的分野において司法学習に充てられる時間は，


３～４時間程度と推察される。このような実態を踏まえ，「司法」の学習を３時間の構成とし，司法に関する基本的な知識と法的に考える力を養うことができるようにした。また，総合的な学習の時間において，司法に関する学習を展開させることができるように，模擬裁判などの実践を取り入れることも可能なものとした。





単元の位置付け








①さまざまな紛争解決の方法と比較しながら裁判の仕組みについて関心を高める。


②具体的な紛争事例の中に，法的問題を発見し，紛争の原因や争点を分析・評価し


た上で，その内容に即した解決について考え判断させる。


③具体的な事例をもとに，法やルール違反への対処の在り方について考え判断させる。


④具体的な事例と関連付けながら，法に基づく公正な裁判の仕組みや機能について理解させる。





単元の目標








第１時　「日常の紛争解決と民事裁判」


第２時　「民事裁判との比較で見る刑事裁判」


第３時　「裁判員として裁判に参加する」





単元





第２





単元の構成








大項目　「（３）私たちと政治」


中項目　「イ 民主政治と政治参加」





❶「司法」の概要


ア　第１時　「日常の紛争解決と民事裁判」


　第１時の授業では，「日常の紛争解決と民事裁判」というテーマのもと，紛争解決の方法として，まずは当事者同士による解決があること，次に，解決しないときのために公平な第三者による解決があり，その一つとして裁判制度があることを学習する。その後，民事裁判を想定し，当初は当事者の立場に立って主張を行い，最後は裁判官の立場に立って判断する。具体的には，交通事故を想定事例として取り上げ，それぞれの当事者の立場から，どのような主張がなされるかを考えるとともに，当事者の主張を前提とした判決内容をワークシートに記入する。


　実際の学習の流れは次のようになる。


①ワークシートに記された，「友達同士のけんか」を読み，紛争の内容を読み取り，けんかの当事者の立場に立って紛争解決を目指す。


②当事者間で解決できなかった場合，正当な手続のもとで公正な第三者が判断して紛争を解決する必要があることを理解し，裁判制度（民事）の意義を学ぶ。


③交通事故の事例を読み，紛争の内容を理解する。


④紛争の解決方法としての民事裁判の特徴と，この紛争に適用される法律（民法709条）を確認する。


⑤交通事故の被害者の立場に立ち，損害賠償を請求する主張内容を考える。


⑥交通事故の加害者の立場に立ち，被害者の損害賠償請求を減殺する主張内容を考える。


⑦裁判官の立場に立ち，判決内容を考える。


⑧民事裁判の過程と機能をまとめる。その際，裁判（民事）による紛争解決にも限界があることを学ぶ。





イ　第２時　「民事裁判との比較で見る刑事裁判」


　第２時の授業では，「民事裁判との比較で見る刑事裁判」というテーマのもと，民事裁判が私人間の私的紛争を扱うのに対し，刑事裁判が，犯罪に対する処罰という公益的な事柄に関する裁判であり，民事裁判とは異なることを認識させるとともに，公正な裁判の在り方について触れる。具体的には，傷害事件を想定事例として取り上げ，事件発生から判決に至る過程において，裁判官，検察官，被告人，弁護人がどのような役割を担うかをまとめるとともに，刑事裁判の特徴などを考え，ワークシートに記入する。


　実際の学習の流れは次のようになる。


①「電車における傷害事件」を読み，前時に扱った民事事件の交通事故の事例との違いを挙げる。


②刑事裁判に関わる人々の役割に着目し，民事裁判と比較しながら刑事裁判の特徴に触れる。


③裁判官の立場で事実を明らかにするために必要な質問を考え，公正な裁判を行うために大切なことを考える。





単元の指導計画








④刑事裁判の過程と機能をまとめる。


⑤三審制の過程と意義をまとめる。





ウ　第３時　「裁判員として裁判に参加する」


　第３時の授業では，「裁判員として裁判に参加する」というテーマのもと，裁判員裁判が，刑事裁判の一種であることを認識させるとともに，裁判員裁判で，裁判員として公正なものの見方・考え方のもとで，判断することの大切さを考察する。具体的には，裁判員裁判の想定事例を取り上げ，事実認定を考え，裁判員裁判における裁判員の役割をワークシートに記入する。


　実際の学習の流れは次のようになる。


①裁判員の加わる裁判と加わらない裁判の写真などを比較し，裁判員裁判の目的を知る。


②裁判員裁判の事例を分類することで，裁判員裁判の特色をまとめる。


③裁判員の行う事実認定を考える。


④裁判員として裁判員裁判で気を付けることを考える。





❷ 発展的学習教材－学習の深化・発展を図る場の設定


　「司法」については，総合的な学習の時間を念頭において，学習の深化・発展を図る場として，①刑事裁判の傍聴と，②模擬裁判の実践をオプションとして組み込んでいる。いずれの学習においても，法律実務家から指導を受けることにより授業の充実が図られると考えられる。とりわけ，模擬裁判では，シナリオ作りや判決主文，判決理由のまとめに際して，法律実務家の指導・助言により生徒の関心を深めることができる。





ア　個別課題の設定を行う


　３時間の小単元の授業後，これまでの学習内容に基づいて個別課題の設定を行う特設の時間を置く。


　事前の準備として，小単元の学習に入る前に，「司法制度について生徒が日ごろから疑問に思っていることや知りたいと思っていること」をまとめさせておく。この内容を集計した一覧表を作成して，生徒の疑問や学習への関心を共有する場を設ける。


　この授業では，生徒の関心事項の中から論題を選択し，クラスで議論を行う。生徒はこの議論の内容を参考にしながら自己の課題を再検討する。課題の研究については，夏休みなどの長期休業期間を活用し，生徒の見学調査や校外機関（裁判所，検察庁，弁護士会など）の活用を促すなどの工夫が考えられる。生徒の研究成果は，発表会を開く，ある程度の期間を設けて掲示するなど，この学習を位置付ける時期や学校行事等との関連を考慮して決定する。





イ　法廷傍聴の実施


　「司法」の学習後，法廷傍聴を実施する。その際には，傍聴のマナーを事前によく指導し，傍聴後は報告書や感想文をまとめさせる。また，法廷傍聴ではなく，裁判官，検察官，弁護士などの法律実務家をゲストとして学校に招き，授業への参加・協力を求めることも選択肢の一つである。その場合には，あらかじめ生徒に事前質問をまとめさせておき，その内容に基づいて，ゲストの役割を事前に打ち合わせておくなどの準備が必要である。


ウ　模擬裁判の実施


　「司法」の学習を踏まえて，例えば，模擬裁判を実施する。もし，法廷傍聴を実施した後，模擬裁判を実施することができれば，効果的である。


　判決主文・判決理由などをまとめる際には，生徒の発達段階に配慮し，難解な専門用語にこだわりすぎないように指導する。必要に応じて，法律実務家の指導・助言を受ける場を設けることも視野に入れて学習を進める。学習に際しては，課題や役割分担を明確にすること，関係者のプライバシーには十分留意すること，スモール・ステップで学習を進められるような，授業の進み具合の調節や指導・助言を心がけることなどの工夫が考えられる。発表については，文化祭・学校祭や学校公開授業などの活用が考えられる。





単元





第２








